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指導・相談関連 
1. 相談業務 
本学に在籍中の留学生だけではなく、留学生の家族、外国人研究者および学外の
徳島大学入学希望者からの相談に対する指導を、常三島地区の教員研究室と蔵本地
区の「国際交流室・国際課蔵本分室」の 2 カ所で行っている。常三島地区では常時
相談対応が可能となっている。蔵本地区では、事務職員 1 名が常時対応でき、加え
て火曜日と金曜日午後のみ教員 1 名が協力して対応にあたっている。面談、電話、
メールなどの形式で中国語・英語・韓国語の三ヶ国語で対応できる体制が整ってお
り、メンタルヘルスに関するカウンセリングが必要な場合は、保健管理・総合相談
センターおよび専門医との連携のもとで対応している｡ 
相談内容で最も多いのは、一般的な進学・修学、授業料・奨学金、住居、生活関
連などであるが、他機関・学内関係部局および関係者と連携しながら対応しないと
解決できない相談内容もあり、例えば、窃盗事件、交通事故、飲酒運転、家賃未納
（不納）、不動産のトラブル、メンタルヘルスなどに関するもので、これら比較的
重い相談に対しても数件対応している｡ 
 
新入留学生に対するガイダンス 
留学生が徳島で円滑に学生生活を送るため、毎年 5 月と 10 月に、新入留学生を
対象としたガイダンスを常三島・蔵本キャンパスで実施している｡ガイダンスは日
本語、中国語、韓国語で行っており、警察による生活上の安全・防災に関する指導、
国民医療保険の加入、国際運転免許に関する注意、車の任意保険への加入、インタ
ーネット犯罪への注意喚起について、実例を挙げて指導を行っている｡ 
2. 留学生受け入れおよび支援に関する活動（2015 年 4 月～2016 年 3 月） 
 4 月 新入外国人留学生のためのガイダンスの実施（常三島地区，蔵本地区） 
 8 月 サマースクール「徳島であおう」を開催 
 9 月 日韓共同理工系学部留学生説明会に参加  韓国 
 10 月 新入外国人留学生のためのガイダンスの実施（常三島地区，蔵本地区） 
 11 月 多文化体験交流会の開催 
日本留学フェア（ベトナム）に参加 
日本留学フェア（インドネシア）に参加 
随時 工学部，総合科学部へ入学希望者の学歴認定調査を実施 
3. 日韓共同理工系学部留学生担当業務 
日韓共同理工系留学生は韓国国内および日本国内でそれぞれ半年間の日本語教
− 68−
- 70 - 
 
育と専門予備教育が必要のため、工学部と連携しながらカリキュラムデザイン、担
当教員の依頼、日本語予備教育の時間割の調整などを行う。平成 16 年度には工学
部生物工学科が 1 名、平成 18 年度には工学部電気電子工学科が 1 名を受け入れて
いる。今年度も 9 月 20 日韓国ソウルでの「日韓共同理工系留学生説明会」に参加。 
4. 渡日前入学許可制度 
 ベトナムドンズー日本語学校（ホーチミン市）と協定を結び、学部学生を対象とす
る「渡日前入学許可制度」を創設した。本制度はドンズー日本語学校からの推薦を受
け、書類審査、遠隔面接などを経て日本に来ることなく入学を許可するものである。
本制度で入学する学生に対して、検定料・入学料・授業料免除と初年度の奨学金（60
万円/年間）を支給する。また、日本語力を強化するため、本学で半年間の日本語予備
教育を実施する。受け入れ学部は理工学部と生物資源産業学部で、受け入れ人数は最
大６名としている。今年度は書類審査と面接を行い、来年度に二次選考を実施し、合
格者は H２９年４月に入学予定である。 
5. 国際シンポジウムの開催 
3 月 10 日、阿波観光ホテルにて、第 12 回徳島大学国際展開推進シンポジウム「母
国で振り返る私の徳島大学留学生時代」を開催した。今年度は中国、ベトナム、ブ
ータン、インドネシアからの徳島大学卒業留学生 4 人を招き、それぞれの国におけ
る取組み等について講演を行った。 
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